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「日本語はどのような言語か−内から見た日本語、 外から見た日本語」概要 

 

影山太郎講師 

「複合語の小宇宙から日本語文法の大宇宙を探る」 

要旨 

 複合動詞を大別すると，「降り始める」のように前部が動詞連用形であるものと，「旅

立つ」のように前部が名詞であるものに分かれるが，前者が生産的であるのに対して後

者はほとんど生産性がない。２種類の複合動詞に見られるこの非対称性を，述語領域と

名詞領域における膠着度の非対称性（たとえば，「食べない」では「食べ」と「ない」

が不可分に密着しているのに，「魚を」では名詞と格助詞が形態的に密着していない）

と関連づけることにより，膠着型言語ととしての日本語全体の本質が見えてくる。 

 

John Whitman 講師 

「日本語とその類型論的親戚」 Japanese and Its Typological Relatives 

要旨 

 最近の研究では、世界の言語の中では日本語はけっして類型論論的に珍しい言語ではな

いことが明らかになってきた。たとえば角田（2009）では、日本語の特徴とよくされる語順、使

役構文、「人魚構文」などは日本語以外の言語でも観察されることが指摘されている。本発表

では、World Atlas of Linguistics Structures (Dryer and Hasplemath 2009)の統計論的分析

（Whitman and Ono 2016）により、複数の観点から「日本語の言語類型論的親戚」を抽出し、

その特徴を考察することによって日本語の「特殊性」を解明する。 

 

高見健一講師 

「「話し手」考慮の重要性と日本語ー「～ている」と「～てある」表現を中心にー」 

要旨 

 最初に、「ね・よ・ぞ・わ」等の終助詞、「～てくる／～てくれる／～てもらう」等の

表現、被害受身文、敬語等を概観し、日本語は、話し手の心的態度が言語表現に現れや

すいことを示す。次に、「～ている」表現の動作継続・結果継続の解釈の違いは、話し

手が発話の時点で何を観察できるか、「～てある」表現の適格性は、話し手が当該事象

の行為者であるか観察者であるか、を考慮する必要があることを示し、日本語研究にお

いて「話し手」が重要な役割を果たすことを指摘したい。 

 


